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お四三二ーは

じ

め

に

大
井
の
民
選
議
院
論
(
以
上
本
号
)

大
井
の
明
治
国
家
変
革
構
想
(
以
下
次
号
〉

大
井
の
大
阪
事
件
の
論
理

大
井
の
民
権
論
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

わ

り

に

tま

じ

め

大
阪
事
件
研
究
会
編
著
『
大
阪
事
件
の
研
究
』

さ
ら
に
た
か
め
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
こ
の
事
件
の
首
領
と
さ
れ
た
大
井
憲
太
郎
の
思
想
を
も
う
一
度
検
討
す
る
契
機
と
な
る
も

(
柏
書
房
、

一
九
八
二
年
〉
の
刊
行
は
、
従
来
の
大
阪
事
件
に
関
す
る
研
究
の
水
準
を

の
で
あ
っ
た
。

同
書
の
序
論
に
お
い
て
、
松
尾
章
一
は
、
大
井
憲
太
郎
と
大
阪
事
件
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
史
的
整
理
を
お
こ
な
い
、
後
藤
靖
の
よ
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う
に
、
大
阪
事
件
を
民
権
運
動
の
「
本
筋
か
ら
外
れ
た
運
動
」
と
み
、
山
田
昭
次
の
よ
う
に
、
そ
れ
に
加
わ
っ
た
大
井
ら
の
思
想
を
ア
ジ

ア
侵
略
論
と
断
定
し
て
し
ま
っ
て
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
の
問
題
を
提
起
し
た
。
そ
し
て
、
問
題
は
、
民
権
運
動
期
の
「
国
権
論
」
と

「
民
権
論
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
、
こ
の
時
期
の
「
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
ど
う
考
え
る
の
か
に
あ
る
、
と
主
張
し
、
「
下

か
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
「
上
か
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
へ
の
「
転
換
」
の
時
期
を
日
清
戦
争
の
頃
に
置
き
た
い
と
し
て
、

井
や
大
阪
事
件
に
帝
国
主
義
的
侵
略
の
意
図
が
あ
っ
た
と
い
う
説
に
は
同
意
で
き
な
い
」
と
論
じ
た
。

ま
た
、
牧
原
憲
夫
は
、
同
書
の
本
論
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
た
。

大
井
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
平
野
義
太
郎
・
中
塚
明
の
対
立
は
、
歴
史
上
の
個
人
の
評
価
基
準
が
、
そ
の
主
観
的
意
図
に
あ
る 「大

の
か
、
客
観
的
役
割
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
方
法
論
の
レ
ベ
ル
に
止
ま
り
、

「
主
観
と
客
観
の
ズ
レ
の
意
味
を
解
明
す
る
」
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
由
井
正
臣
・
福
島
新
吾
の
研
究
は
、
大
井
の
思
想
を
内
在
的
に
検
討
し
た
も
の
で
、
か
れ
の
「
改
良
主
義
」
、
「
漸
進
主

義
」
を
明
ら
か
に
し
た
意
義
は
大
き
い
が
、
そ
の
つ
右
派
υ

的
特
徴
と
従
来
の

H

決
死
派
U
i
-
-
-
的
イ
メ
ー
ジ
と
が
、
ど
う
関
連
す
る

の
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
」
。
結
局
、
大
井
は
、
「
究
極
的
に
は
体
制
内
的
な
啓
蒙
思
想
家
」
、
「
体
制
内
改
良
派
」
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
の
専
制
政
府
に
対
し
て
は
き
わ
め
て
革
命
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
侵
略
で
あ
り
逸
脱
で
あ
っ
た
大
阪
事
件

「
日
本
と
朝
鮮
の
革
命
を
民
権
の
論
理
で
貫
こ
う
と
し
た
連
帯
運
動
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
井
の
「
転
向
」
は
大
阪
事
件
以
前

ま
で
の
主
張
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
当
然
の
帰
結
な
の
で
あ
り
、
立
憲
制
の
一
応
の
完
成
に
よ
る
対
外
政
策
の
確
立

t工と
い
う
新
た
な
「
国
是
」
へ
の
移
行
・
転
換
が
、
大
阪
事
件
の
両
義
性
に
も
ま
た
無
自
覚
な
ま
ま
、
非
転
向
の
つ
も
り
で
転
向
し
て
い
っ

た
根
拠
で
あ
っ
た
。

牧
原
の
問
題
提
起
は
た
し
か
に
了
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
点
で
多
く
の
す
ぐ
れ
た
指
摘
も
あ
る
。
し
か
し
、
大
井
の
思
想
構

造
の
一
貫
性
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
か
れ
の
内
部
と
外
的
環
境
と
の
緊
張
に
み
ち
た
対
応
関
係
が



考
慮
さ
れ
る
こ
と
す
く
な
く
、
そ
の
た
め
、

か
れ
の
思
想
が
平
板
で
う
ず
っ
ぺ
ら
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
一
合
め
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わ
た
し
は
、
か
つ
て
、
「
大
井
憲
太
郎
|

i
民
権
左
派
の
闘
将
」
(
小
山
仁
示
編
「
講
座

日
本
の
革
命
思
想
四
、
芳
賀
書
面
、

一
九
六

九
年

に
お
い
て
、
大
井
の
生
涯
ー
ー
ー
そ
の
思
想
と
行
動
ー
ー
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

『
大
阪
事
件
の
研
究
』
の
成
果
を
ふ
ま

所
収
)

与えて、

い
ま
ふ
た
た
び
大
井
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
が
、
本
稿
で
は
上
述
の
点
を
踏
ま
え
て
、
大
井
の
国
家
構
想
と
民
衆
観
を
具
体
的

に
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
1
)
 

(

2

)

 

松
尾
章
一
「
大
阪
事
件
研
究
の
今
日
的
意
義
」
(
大
阪
事
件
研
究
会
編
著
『
大
阪
事
件
の
研
究
』
、
柏
書
房
、

牧
原
憲
夫
「
大
井
憲
太
郎
の
思
想
構
造
と
大
阪
事
件
の
論
理
」
(
前
掲
『
大
阪
事
件
の
研
究
』
)
。

所
収
)
二
六
頁
。

一
九
八
二
年

大
井
の
民
選
議
院
論
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一
八
七
四
ハ
明
治
七
)
年
一
月
一
七
日
、
前
年
の

H

征
韓
論
υ

政
変
で
下
野
し
た
前
参
議
ら
が
左
院
に
提
出
し
た
民
選
議
院
設
立
建
白

の
火
蓋
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
陸
軍
省
入
等
出
仕
の
地
位
に
あ
っ
た

書
に
よ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る

H

民
選
議
院
論
争
μ

大
井
は
(
四
月
に
は
辞
任
)
、
こ
の
論
争
に
「
余
ハ
副
島
氏
其
ノ
外
七
氏
へ
左
担
ス
ル
ニ
非
ラ
ズ
。
只
民
選
議
院
設
立
ノ
六
字
一
一
左
担
ス
ル

ナ
リ
。
其
ノ
挙
ハ
即
チ
国
家
人
民
ノ
公
福
ヲ
達
ス
ル
ノ
基
礎
」
な
の
だ
、
と
述
べ
て
参
加
し
た
。
か
れ
は
、
民
選
議
院
を
三
権
分
立
制
度

に
も
と
づ
き
政
府
に
対
抗
す
る
立
法
機
関
、
租
税
審
議
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
、
普
通
選
挙
制
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
、
と
明
快
に

主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
(
民
選
議
院
は
)
、
国
憲
ヲ
初
メ
ト
シ
テ
諸
般
の
立
法
制
ヲ
定
ム
ル
L

も
の
、
「
税
法
其
ノ
他
大
一
一
人
民
ノ
利
害

一
一
管
ス
ル
重
大
ノ
事
件
」
を
審
議
す
る
も
の
で
あ
り
、
主
権
(
立
法
・
行
法
・
司
法
)
は
「
互
ニ
相
対
衡
セ
シ
メ
テ
国
家
ノ
権
利
ヲ
保
護

ス
可
ク
」
、
「
民
選
議
院
ハ
政
府
ニ
倭
ス
可
カ
ラ
ズ
、
政
府
ニ
忠
告
ス
ベ
キ
L

存
在
で
、

「
国
事
ニ
興
カ
ル
ノ
権
ハ
之
レ
ヲ
平
等
ニ
国
民



第5巻3号一一24

賦
有
セ
シ
ム
ル
」
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
建
白
者
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
民
選
議
院
の
政
府
と
の
協
調
機
関
と

し
て
の
位
置
づ
け
、
「
士
族
及
ヒ
豪
家
ノ
農
商
」
へ
の
選
挙
権
の
限
定
と
い
っ
た

μ
上
流
の
民
権
説
“
と
は
は
っ
き
り
と
異
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
次
の
諸
点
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
儒
学
の
ほ
か
に
蘭
学
、
仏
学
を
学
び
、
箕
作
麟
祥
塾
や
大
学
南
校
で
研
鎖
を
積
み
、

『
併
国
政
典
』
を
翻
訳
(
司
法
省
か

ら
七
三
年
一

O
月
出
版
)
し
て
い
た
知
識
人
・
大
井
に
と
っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
導
入
に
積
極
的
な
政
府
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て

基
本
的
に
は
肯
定
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
、
た
だ
し
、

「
有
司
専
制
」
の
弊
害
を
防
止
し
、
開
明
を
さ
ら
に
は
か
る
た
め
に
は
、
一
ニ
権

分
立
制
度
の
採
用
、
民
選
議
院
の
設
置
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
民
選
議
院
の
設
置
は
、

"
先
進
国
υ

に

お
け
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
国
家
権
力
か
ら
保
障
す
る
も
の
と
し
て
よ
り
も
、
国
力
の
発
展
を
至
上
命
題
と

す
る
円
後
進
国
μ

特
有
の
立
場
に
規
定
さ
れ
て
、

「
人
民
ヲ
シ
テ
国
家
ノ
重
ヲ
分
負
ス
ル
ノ
気
象
ヲ
起
サ
シ
メ
、
競
起
シ
テ
以
テ
国
家
ニ

か力
し、ヲ

う用
よユ
う ノレ

、〉至

ノl〆

可
tン
Lー

と
カミ

「
人
民
国
家
ト
憂
楽
ヲ
共
ニ
ス
ル
ノ
気
象
従
テ
起
ル
可
ク
:
:
:
民
力
以
テ
振
ヒ
、
国
以
テ
強
シ
」
と

w
国
家
か
ら
の
自
由
μ

よ
り
も

w
国
家
へ
の
自
由
μ

に
比
重
が
か
か
っ
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
建
白
者
グ
ル
ー
プ
、
あ

る
い
は
さ
ら
に
言
え
ば
、
当
時
の
民
権
派
知
識
人
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
(
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
)
期
の
法

・
政
治
制
度
を
や
や
「
無
批
判
に
受
容
し
」
、
維
新
政
府
の
指
導
性
の
承
認
の
論
拠
と
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

H

民
選
議
院
論
争
μ

で
最
大
の
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
議
院
開
設
の
時
期
で
あ
る
。
反
対
論
の
大
半
は
時
期
尚
早
論
で
あ
っ
た
。
文
明

開
化
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
反
対
論
は
尚
早
論
と
し
て
展
開
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
民
度
が
円
文
明
諸
国
μ

に
比
し
て

相
対
的
に
な
お
低
い
と
い
う
認
識
で
共
通
し
て
い
て
も
、
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
結
論
は
尚
早
論
と
即
時
開
設
論
の
ふ
た
と
お
り
以
外
に
は

E

、o

Z
L
 



「
不
肖
民
選
議
院
ヲ
両
三
年
前
ニ
求
メ
ズ
、
却
ツ
テ
之
レ
ヲ
今
日
ニ
求
バ
〕
と
即
時
開
設
論
を
ひ
っ
さ
げ
て
、
大
井
は
尚
早
論
に
固
執

す
る
加
藤
弘
之
に
論
戦
を
い
ど
ん
だ
。
民
選
議
院
を
人
民
自
治
(
「
所
謂
人
民
自
ラ
制
定
シ
テ
白
ラ
守
ル
所
防
ザ
の
原
理
か
ら
論
じ
な
が

ら
、
大
井
は
柔
軟
に
議
論
を
展
開
す
る
。

「
至
論
明
説
回
ヨ
リ
之
レ
ヲ
我
未
開
ノ
人
民
-
一
望
ム
可
カ
一
フ
ズ
。
愚
論
用
ユ
ル
ニ
足
ル
者
果
シ
テ
少
カ
ラ
ン
。
然
レ
ド
モ
即
チ
邦
国
今

日
ノ
世
態
人
情
一
一
恰
当
適
切
ナ
ル
制
度
憲
法
ヲ
制
定
ス
ル
ニ
於
テ
、
有
可
一
一
一
一
一
ノ
徒
ノ
決
ヲ
以
テ
ス
ル
ノ
是
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。
愚
モ
亦
宜

ク
之
レ
ニ
預
リ
其
ノ
所
見
ヲ
述
ベ
シ
メ
、
市
シ
テ
後
-
一
政
府
之
レ
ヲ
所
裁
シ
、
以
テ
確
定
セ
バ
民
能
ク
其
ノ
制
度
憲
法
ヲ
信
奉
ス
ル
ノ
理

ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
若
グ
ハ
大
ニ
有
司
ヲ
シ
テ
世
態
人
情
一
一
通
暁
セ
シ
ム
ル
ノ
益
ナ
シ
ト
云
フ
可
カ
一
フ

50

福
島
教
授
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
大
井
が
「
憲
法
制
定
権
の
所
在
に
関
心
を
示
さ
な
い
こ
は
〕
を
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
、
大
井
は

理
念
や
原
則
と
し
て
は
、
前
引
の
よ
う
に
「
国
憲
ヲ
初
メ
ト
シ
テ
諸
般
の
立
法
制
ヲ
定
ム
ル
」
と
の
ベ
て
、
民
選
議
院
H

「
国
憲
」
制
定

権
力
と
し
つ
つ
も
、
現
実
に
は
、
憲
法
制
定
権
の
主
体
に
固
執
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
ま
た
前
引
の
よ
う
に
「
制
度
憲
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法
」
の
制
定
に
際
し
て
人
民
の
「
所
見
」
を
汲
み
上
げ
つ
つ
も
そ
れ
を
「
所
裁
」
し
「
確
定
」
す
る
主
体
は
「
政
府
」
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
、
維
新
政
権
以
外
に
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
さ
ほ

ど
驚
く
べ
き
こ
と
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
o

そ
し
て
ま
た
、
大
井
は
維
新
政
権
の
こ
の
よ
う
な
進
歩
性
を
認
識
し
て
い
た
が
故
に
こ
そ
、
中

江
兆
民
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
西
欧
派
知
識
人
た
ち
と
と
も
に
、

一
八
七
五
(
明
治
八
)
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
元
老
院
に
職
を
求
め

る
の
で
あ
る
(
大
井
の
元
老
院
少
書
記
官
在
職
期
間
は
同
年
五
月
二
四
日

1
翌
年
二
月
二
七
日
)
。
な
お
、
こ
の
姿
勢
は
、
後
の
一
八
七

八
(
明
治
一
一
〉
年
五
月
大
久
保
暗
殺
直
後
に
執
筆
さ
れ
た
「
大
隈
参
議
宛
意
見
書
」
で
も
か
わ
っ
て
い
な
い
。
大
久
保
な
き
あ
と
の
最

高
指
導
者
と
み
た
大
隈
へ
の
個
人
的
建
言
と
い
う
性
格
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
大
井
は
、
大
久
保
的
「
集
権
主
義
」
か

ら
「
分
権
主
義
」
へ
の
転
換
を
「
図
治
の
方
向
」
と
し
、
世
に
了
解
ず
み
の
「
国
会
議
院
」
の
設
立
と
と
も
に
、
政
府
主
導
の
「
憲
法
」
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円

9
u

制
定
に
よ
る
行
政
分
権
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
大
井
が
構
想
し
た
こ
の
時
期
の
民
選
議
院
の
権
限
は
、
憲
法
制
定
権
以
外
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。
か
れ
は
い
う
、

当
時
ノ
民
選
議
院
即
チ
方
今
ノ
士
民
ヲ
以
テ
、
法
律
制
定
ノ
事
ヲ
専
裁
セ
シ
ム
ル
ニ
非
ズ
。
只
其
ノ
法
案
ヲ
議
シ
其
ノ
意
見
ヲ
聞
キ
若
シ

誤
ツ
テ
政
府
ノ
法
案
ヲ
非
難
ス
ル
ア
レ
バ
、
該
官
能
グ
之
レ
ヲ
弁
論
主
張
し
承
可
ヲ
取
ル
可
シ
」
と
。

大
井
は
、
行
政
長
官
が
一
議
員
と
し
て
民
選
議
院
に
加
わ
り
、
こ
の
民
選
議
院
が
参
議
院
、
元
老
院
と
と
も
に
立
法
権
を
行
使
し
、
ま

「
我
ガ

た
、
皇
帝
が
行
政
立
法
二
権
を
主
宰
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
井
は
い
う
、

「
抑
行
政
権
ヲ
シ
テ
横

恋
ナ
ラ
ザ
ラ
シ
ム
ル
ハ
立
法
権
ヲ
張
ル
ニ
在
リ
、
立
法
権
ヲ
シ
テ
撞
制
セ
シ
メ
ザ
ル
ハ
行
政
権
ヲ
堕
サ
ザ
ル
ニ
在
リ
。
故
-
一
民
選
議
院
ノ

権
ヲ
制
限
ス
ル
ニ
ハ
政
府
在
リ
、
元
老
議
院
在
リ
、
参
議
院
ア
ル
ガ
如
ク
、
立
法
行
政
ノ
権
ハ
互
ニ
相
対
峠
セ
シ
メ
テ
以
テ
其
ノ
当
ヲ
得
、

国
ヲ
維
シ
民
ヲ
保
ス
」
。
あ
る
い
は
ま
た
い
う
、

「
(
傍
帝
国
の
頃
の
制
度
に
よ
れ
ば
)
立
法
ノ
権
ハ
国
帝
ハ
固
ヨ
リ
其
ノ
主
宰
ニ
シ
テ
、

諸
宰
相
(
即
行
法
諸
局
ノ
長
)
、
参
議
院
(
我
国
参
議
ノ
職
一
一
粗
相
同
ジ
)
、
及
国
中
人
民
ノ
代
議
者
ヲ
編
成
セ
ル
民
選
議
院
ト
元
老
議
院

一
一
帰
ス
ル
所
ナ
レ
パ
、
今
民
選
議
院
ヲ
起
シ
、
代
議
者
ヲ
会
ス
ト
雄
ド
モ
畳
独
リ
代
議
者
ノ
ミ
立
法
権
ヲ
掌
握
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ
」
。

福
島
教
授
は
、

へ
の
大
井
の
投
書
(
明
治
七
年
七
月
一
一
一
一
日
)
か
ら
、
大
井
が
「
コ
一
権
分
立
体
制
に
近
代
国
家
の
枢

一
部
官
選
議
員
の
混
交

『
日
本
真
事
誌
』

か
れ
が
立
法
権
の
分
立
を
「
一
、
官
選
議
員
に
よ
る
立
法
権
の
行
使
の
段
階
、
二
、

機
を
見
て
い
た
」
と
し
て
、

し
た
公
選
議
会
の
段
階
、
三
、
公
選
議
員
の
み
で
構
成
さ
れ
、
行
政
権
の
介
入
を
一
切
み
と
め
な
い
本
来
の
い
み
の
立
法
権
の
分
立
の
段

階
」
の
三
段
階
に
わ
け
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
大
井
は
こ
の
時
期
、
福
島
教
授
の
所
謂
第
二
段
階
に
対
応
し
た
民
選
議

院
を
構
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
れ
は
、
維
新
政
府
の
指
導
性
を
決
し
て
否
認
し
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
、
維
新
政
権
は
最
も
先
進
的
に
文
明
開
化
に
取
り
組
ん
で
い

た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
か
れ
は
、
む
し
ろ
そ
の
指
導
性
を
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
貫
徹
す
る
た
め
に
も
、
一
二
権
分
立
、
民
選
議
院
を
声
た



か
く
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

「
方
今
陸
海
軍
ヨ
リ
百
工
技
芸
一
一
至
ル
マ
デ
、
其
全
体
略
備
ハ
リ
、
其
或
ハ
未
ダ
備
ハ
ラ
ザ
ル
者
ア
ル
モ
、

漸
ヲ
以
テ
之
ヲ
興
ス
ヲ
期
ス
レ
バ
、
数
年
ヲ
出
ズ
シ
テ
、
其
道
ヲ
得
ル
ヤ
必
セ
リ
。
独
リ
情
ム
ラ
ク
ハ
、
政
体
一
一
至
リ
テ
ハ
大
ニ
之
ト
異

(
4〉

ナ
ル
者
ア
ル
ニ
似
タ
リ
」
と
。

そ
し
て
、
こ
の
か
れ
の
認
識
を
裏
打
ち
す
る
も
の
が
、

ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
制
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
の
ち
に

n
大
阪
事
件
μ

の
公
判

「
自
分
も
俳
国
政
典
を
翻
訳
す
る
時
分
か
ら
傍
国
の
代
議
政
体
は
真
に
宜
ろ
し
い
と
思
込
み
我
固
に
で
も
此
政
体
を
行

ひ
た
い
と
思
ひ
居
た
る
折
柄
な
れ
ば
大
に
此
挙
(
民
選
議
院
設
立
の
挙
)
を
賛
成
し
汁
〕
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
制

で
述
べ
て
い
る
。

は
、
普
通
選
挙
制
を
採
用
し
つ
つ
、
他
方
で
強
大
な
皇
帝
権
力
を
保
障
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
大
井
は
こ
れ
を
明
確
に
是
認
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
か
れ
は
、
普
通
選
挙
制
に
よ
る
民
選
議
院
を
設
立
し
、
執
行
権
力
と
の
対
峠
・
権
衡
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
か
ら
の

文
明
開
化
的
指
導
性
と
下
か
ら
の
国
民
と
し
て
の
自
発
性
(
主
体
性
)
を
統
合
し
た
国
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
懐
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
民
の
主
体
性
・
自
発
性
を
尊
重
し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
組
み
込
む
こ
と
な
し
に
は
、
近
代
的
国
民
国
家
を
構
築
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
、
こ
れ
が
大
井
の
認
識
で
あ
っ
た
。
「
民
選
議
院
ハ
行
政
権
ヲ
シ
テ
横
怒
ナ
ラ
シ
メ
ズ
、
有
司
専
制
ノ
弊
ヲ
撞
ル
ニ
宜
シ

ク
民
情
ノ
霊
塞
欝
屈
ヲ
開
キ
、
上
旨
ヲ
シ
テ
下
ニ
達
セ
シ
ム
ル
ニ
益
ア
リ
」
o

そ
し
て
、
「
血
税
誤
解
ノ
暴
野

γ民
衆
蜂
起
、
あ
る
い
は
「
征
韓
封
建
ノ
揃
〕
を
掲
げ
て
起
こ
っ
た
佐
賀
の
乱
H

士
族
叛
乱
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
公
議
を
張
る
場
H

民
選
議
院
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
か
れ
に
と
っ
て
、
士
族
叛
乱
の
時
代
錯
誤
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

H

血
税

暴
動
μ

も
ま
た
、
伝
統
的
世
界
に
あ
る

H

愚
昧
μ

な
民
衆
の
暴
動
と
し
て
し
か
理
解
さ
れ
ず
、
そ
こ
に
こ
め
ら
れ
た
民
衆
的
世
界
H
モ
ラ

ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
世
界
の
意
味
は
了
解
不
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
文
明
に
対
決
す
る
反
乱
型
闘
争
に
組
み
す
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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だ
が
、
か
れ
の
最
も
際
立
っ
た
特
徴
は
、
そ
の
人
民
平
等
観
に
あ
っ
た
。
世
界
史
的
必
然
と
し
て
文
明
開
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

西
欧
近
代
型
の
政
治
制
度
の
実
現
と
そ
の
運
用
を
も
の
す
る
に
は
、
民
衆
に
依
拠
し
民
衆
を
信
頼
す
る
こ
と
な
し
に
不
可
能
で
あ
る
。

「
各
国
ニ
所
謂
公
議
輿
論
ト
ハ
、
上
園
長
ヨ
リ
下
庶
民
-
一
至
ル
ノ
問
、
貴
族
、
僧
侶
、
士
、
農
、
工
、
商
、

一
モ
其
議
ニ
加
ハ
ラ
ザ
ル
ナ

キ
ニ
出
一
ァ
、
未
ダ
曾
テ
行
法
有
司
ニ
出
ル
ヲ
聞
ズ
0

・
:
即
チ
別
ニ
民
選
議
院
ヲ
設
ケ
テ
、
所
謂
公
論
公
議
ヲ
起
ス
ノ
道
ヲ
開
キ
・
:
一
日

と
い
い
、
ま
た
「
(
国
政
参
加
権
は
〉
之
レ
ヲ
平
等
ニ
国
民
ニ
賦
有
セ
シ
ム
バ
ピ
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
農
民
出
身
の
西
欧
派
民
権
知

識
人
・
大
井
に
ふ
さ
わ
し
い
発
言
で
あ
っ
た
。
こ
の
徹
底
し
た
平
等
観
か
ら
、
華
族
や
士
族
に
た
い
す
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
批
判
も
出
て
く

る
。
「
華
族
ノ
カ
ニ
窓
テ
、
国
ヲ
治
メ
ン
ト
ス
ル
ヵ
、
畢
寛
無
キ
ニ
如
カ
ザ
ル
コ
ト
判
総
〕
、
「
世
襲
ノ
士
族
ハ
人
民
ト
相
離
距
ス
ル
コ
ト
多

年
、
全
ク
其
利
害
ヲ
異
一
一
シ
曾
テ
人
民
ノ
痛
楚
ヲ
知
ラ
ズ
、
亦
真
ニ
人
民
間
ノ
利
害
ニ
疎
ク
、
農
一
二
商
ニ
其
ノ
謀
ル
ヤ
迂
遠
ナ
リ
o
.

民
選
議
院
ノ
議
士
一
一
薦
挙
ス
ル
ニ
士
族
ノ
ミ
ヲ
以
テ
セ
パ
、
全
国
一
般
ノ
利
害
ヲ
量
料
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
有
リ
ト
難
モ
、

知
ラ
ザ
ル
者
多
カ
ラ
ン
。
:
・
:
故
一
一
日
ク
方
今
人
民
モ
亦
決
シ
テ
其
所
見
ヲ
聞
カ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
バ
一
。
身
分
や
特
権
に
も
と
づ
く
指
導

一
州
ノ
利
害
ヲ

性
を
認
め
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
大
井
の
普
通
選
挙
制
主
張
の
根
拠
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
平
等
観
は
大
井
の
終
世
を
貫
く
一
本
の
大

き
な
柱
で
あ
っ
た
。

な
お
、
牧
原
は
、
大
井
の
華
族
制
批
判
は
「
平
等
の
原
則
に
反
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
:
:
:
(
両
者
が
上
下
両
院
に
分
立
し
て
相
関
ぎ
)

:
:
由
民
が
『
真
の
一
親
和
民
』
と
な
る
こ
と
を
妨
げ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
」
と
の
べ
て
い

M
f、
大
井
の
批
判
は
、
牧
原
の
い
う
よ
う

な
た
ん
な
る
効
用
の
問
題
か
ら
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、

l
iこ
れ
を
大
井
が
説
得
の
論
理
と
し
て
使
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
が
|
|

も
っ
と
深
い
原
理
・
原
則
か
ら
発
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
大
井
に
よ
れ
ば
、

大
理
ニ
惇
ル
莫
キ
ヲ
得
ズ
o

是
其
遺
憾
ト
ス
ル
所
」
な
の
で
あ
切

「
華
土
ノ
特
称
ア
リ
テ
。
多
少
ノ
差
異
ア
ル
ハ
。
平
等
ノ

「
元
来
人
類
ハ
同
尊
同
貴
一
一
シ
テ
。
貴
賎
上
下
ノ
別
、
天
然
ニ
存
在

ス
ル
モ
ノ
」
で
は
な
く
「
人
類
同
等
ノ
理
」
は
社
会
の
開
明
化
と
と
も
に
実
現
し
て
い
く
も
の
な
の
で
あ
っ
同
日
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(

1

)

「
馬
城
蓋
二
郎
ノ
論
」
(
『
東
京
日
日
新
開
』
明
治
七
年
二
月
五
日
。
な
お
「

(

2

)

「
加
藤
弘
之
ニ
答
フ
ル
書
」
(
『
日
新
真
事
誌
』
明
治
七
年
二
月
二

O
日)。

(

3

)

こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
大
井
憲
太
郎
|
|
民
権
左
派
の
闘
将
」
(
小
山
仁
示
編
「
講
座

九
六
九
年
所
収
〉
六
六

1
七
O
頁
参
照
。

(
4
〉
「
民
選
議
院
建
言
案
|
|
地
方
官
会
議
批
判
」
(
『
日
新
真
事
誌
』
明
治
七
年
七
月
一
一
一
一
日
。
平
野
義
太
郎
・
福
島
新
吾
編
著
『
大
井
憲
太
郎
の

研
究
』
〔
馬
城
大
井
憲
太
郎
伝
別
冊
〕
、
風
媒
社
、
一
九
六
八
年
所
収
〉
。

(

5

)

福
島
新
吾
「
大
井
憲
太
郎
に
お
け
る
国
家
像
」
(
山
田
盛
太
郎
編
『
日
本
資
本
主
義
の
諸
問
題
』
、
未
来
社
、
一
九
六

O
年
所
収
)
二

O
七
頁
。

(

6

)

「
馬
城
憂
二
郎
ノ
論
」
(
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
七
年
二
月
二
七
日
)
。

(

7

)

「
馬
城
豪
二
郎
批
駁
」
(
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
七
年
二
月
一
七
日
。
『
日
新
真
事
誌
』
明
治
七
年
二
月
二
三
日
〉
。

(

8

)

福
島
新
吾
前
掲
論
文
一
一
一
一
一
貝
。

(
9
〉
「
大
隈
参
議
宛
意
見
書
」
(
前
掲
、
平
野
義
太
郎
・
福
島
新
吾
編
著
『
大
井
憲
太
郎
の
研
究
』
所
収
)
。
な
お
、
福
島
教
授
は
、
こ
の
意
見
書
で

大
井
が
「
和
歌
山
県
士
族
」
と
称
し
た
こ
と
を
、
か
れ
の
「
平
民
主
義
」
か
ら
考
え
て
「
汚
点
」
と
し
て
い
る
(
同
書
七
回
頁
〉
。
こ
れ
に
関
連

し
て
、
牧
原
は
、
一
八
八
四
(
明
治
一
七
〉
年
七
月
の
南
佐
久
・
岩
村
田
の
演
説
会
で
も
な
お
「
士
族
」
を
名
の
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る

(
前
掲
牧
原
憲
夫
論
文
一

O
四
頁
)
が
、
こ
れ
は
、
平
野
義
太
郎
『
大
井
憲
太
郎
』
(
吉
川
弘
文
鰭
、
一
九
六
五
年
)
七
九
頁
「
士
族
三
九
年
」

か
ら
の
引
用
で
、
実
際
に
は
大
井
は
こ
の
年
四
二
歳
、
演
説
の
趣
旨
を
届
け
出
た
の
が
本
人
以
外
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
同

書
は
、
「
明
治
一
七
年
七
月
一
一
日
に
は
、
大
井
憲
太
郎
・
植
木
枝
盛
が
南
佐
久
郡
岩
村
田
に
き
た
」
と
し
て
い
る
が
、
植
木
の
日
記
に
よ
れ
ば
、

植
木
は
当
時
新
潟
に
い
た
(
七
日
直
江
津
、
八
日
柏
崎
、
一
一
日
高
田
〉
。
他
方
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
一
一
一
島
通
庸
関
係
文
書
」
の
密
偵
報
告

に
よ
れ
ば
、
「
大
井
は
七
月
中
旬
に
非
ず
ん
ば
帰
京
せ
ず
。
同
人
は
坂
府
に
於
て
屡
々
小
会
議
の
如
き
者
を
為
し
、
彼
地
方
の
壮
士
と
契
約
し
東

京
と
相
往
復
す
る
の
計
画
を
為
し
居
る
。
此
の
目
的
は
帰
京
次
第
東
京
に
於
て
一
派
独
立
す
る
に
あ
り
」
ハ
安
丸
良
夫
・
深
谷
克
己
『
日
本
近
代

思
想
体
系
一
一
一
民
衆
運
動
』
、
岩
波
書
宿
、
一
九
八
九
年
、
二
九

O
頁
〉
と
あ
っ
て
、
大
井
が
同
地
に
い
た
可
能
性
も
少
な
い
。
植
木
日
記
を

参
照
し
た
が
そ
れ
に
よ
る
か
ぎ
り
、
植
木
が
同
地
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。
後
考
を
ま
っ
。

(
叩
)
福
島
新
吾
前
掲
論
文
二

O
九
1
一一一

O
頁
。
た
だ
し
、
大
井
の
「
民
選
議
院
」
が
第
三
段
階
に
の
み
対
応
す
る
も
の
と
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
。

か
れ
の
「
民
選
議
院
」
は
第
二
、
第
三
段
階
と
も
に
対
応
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

」
内
は
仮
題
、
以
下
同
じ
)
。日

本
の
革
命
思
想
4
、
芳
賀
書
底
、
一



国
事
犯
事
件
公
判
傍
聴
筆
記
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(

U

)

明
治
二

O
年
六
月
一
目
。
松
尾
章
一
・
松
尾
貞
子
共
編
『
大
阪
事
件
関
係
史
料
集
』
上
巻
大
阪
日
報
附
録

(
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
五
年
)
(
以
下
『
大
阪
事
件
関
係
史
料
集
』
上
巻
と
略
〉
七
八
頁
上
段
。

(
ロ
)
「
再
ピ
谷
中
氏
一
一
答
フ
」
(
『
日
新
真
事
誌
』
明
治
七
年
二
月
二
八
日
)
。

(
日
〉
「
華
族
論
」
(
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
七
年
二
月
三
日
。
前
掲
、
平
野
義
太
郎
・
福
島
新
五
日
編
著
『
大
井
憲
太
郎
の
研
究
』

(MC
前
掲
牧
原
憲
夫
論
文
三
三
頁
。

(
お
)
大
井
憲
太
郎
『
自
由
略
論
』
(
家
永
ゴ
一
郎
編
『
明
治
文
学
全
集
二
一

一
九
七
三
年
所
収
)
七
九

1
八
O
頁。

ハ
日
四
)
大
井
憲
太
郎
『
自
由
略
論
』
(
前
掲
書

大
井
憲
太
郎

植
木
校
盛

小
野
梓

馬
場
辰
猪

所
収
〉
九
二
頁
。

所
収
〉
。

集
』
筑
摩
書
一
房
、


